
【様式２－２】 

実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究 

実施方法等 

【類型Ⅰ】 

１．実践校について 

実践校名 
（かがわだいがくきょういくがくぶふぞくたかまつしょうがっこう） 

香川大学教育学部附属高松小学校 

学科名 児童・生徒数 学級数 

６２１名 １９学級 

２．実践研究の対象 

【社会科】第３学年、第４学年で実施 

【「ちょうせん」の時間】１～６年生で組織された縦割り学級、計 18学級（全校生）で取り組む。 

３．実践研究の実施経過 

時期 実施内容 

４月 ・社会科の実践授業の計画を立案し、１年間の研究の概要について整理

・外部講師との事前検討会の計画についての立案

・「ちょうせん」の時間のプロジェクト活動について、実社会とつながるプロジェ

クト活動の吟味

・社会科授業に対する事前検討会（社会科部会での検討、研究部内での検討）や、

外部講師との事前検討会の計画についての立案

６月 ・実践研究①

「ちょうせん」の時間 赤３組：「世界とつながるピース×ピースプロジェクト」

・実践研究②

第４学年 社会科「水の循環 ～上水道と下水道～」

外部講師（筑波大学・人間系 唐木清志教授）

７月 ・先進校視察（国立大学法人 東京学芸大学附属竹早小学校）

１０月 ・前期アンケート調査の実施

１１月 【実践校要請訪問】 

・実践研究③

第３学年 社会科「ブロッコリー農家の仕事」

講師（文部科学省初等中等教育局 小倉勝登調査官）

１２月 ・実践を踏まえての研究のまとめ（筑波大学・人間系 唐木清志教授との懇談）

・本校独自の年間計画モデル、主権者教育につながるプログラムのまとめ

１月 ・２年間の実践の成果と課題を発表する成果発表会への参加

２月 ・初等教育研究発表会での提案、発信

・実践研究④

第４学年 社会科「よみがえる桜御門～復元に込めた願い～」

３月 ・後期アンケート調査の実施
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４．実践研究の実施体制 

（１）研究組織 

（２）実施上の工夫点 

① 縦割り活動コーディネーターの配置

 円滑な運営のために、縦割り活動コーディネーターの教員を３名配置し、地域社会関係者との

連絡調整等を行うようにした。 

② 実社会プログラム部会の組織化

 新たに実社会プログラム部会を組織した。定期的に社会科の学習プログラムについて意見交流

を行うとともに、「ちょうせん」の時間との関連を図り、主権者として必要な資質・能力を効果

的に育成できるよう工夫した。 

③ 講師を招聘しての授業討議会の開催

 １年に２回、講師を招聘しての授業討議会を行うようにし、授業実践をもとに、実社会とつな

がる学習プログラムの成果と課題を整理した。また、学識者からの指導・助言をもとに授業改善

を行うなど、カリキュラムマネジメントを意識した取り組みを行った。 

５．教育委員会等として取り組んだ内容 

香川大学は６学部を有しており、専門性の高い大学教員も多い。そのため、本校の「ちょうせん」

の時間の実施にあたっては、大学教員の専門性を生かした小学校との共同プロジェクトを行うこと

で、より実社会に即したプロジェクトにすることができた。また、地域の企業や人材を積極的に活動

に取り込むように努めた。さらに、地域・社会の発展に貢献することを目的に、学生が行う魅力的・

独創的なプロジェクト事業（香大生の夢チャレンジプロジェクト等）とも連携を図り、共同して活動

を展開することができた。 

今年度は、赤４組「地域に愛される玉藻公園」の活動で、香川大学創造工学部と連携したプロジェ

クト、緑２組「外国の人に日本の文化を伝えよう」の活動で、香川大学インターナショナルオフィス

との一体型プロジェクト、赤２組「香川の伝統工芸」の活動で、学生プロジェクト「TERASU」との一

体型プロジェクト等、様々な活動を附属高松小学校と共に行った。 

また、第４学年社会科「水の循環～上水道と下水道～」では、香川大学瀬戸内圏研究センターの教

員と連携し、下水処理場が行う季節別運転管理の取り組みが瀬戸内海の水質に与える影響等について

捉えられるようにした。このように、大学教員との連携を図ることで、学習内容についてより実感を

伴った理解を図れるようにした。 

さらに、学習プログラムの有効性を検証するために、心理学を専門としている大学教員と小学校と

の連携を図り、活動が子どもに及ぼす影響について明らかにするなど、大学教員と小学校教員が連携

をして活動の評価を行った。具体的には、今後の持続可能な社会の創り手を育成するために必要な資

質・能力を見取るための心理尺度の測定方法に基づいた本校独自のアンケート調査を作成し、子ども

・保護者・教師に調査を実施した。そして、調査結果を踏まえた上で、学習プログラムの改善や教師

の支援の在り方について共同研究を行った。 

研究部 縦割り活動部会 香川大学 研究推進委員会 

社会科部会 

実社会部会 
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【様式２－３】 

実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（概要） 

 

【類型Ⅰ】 

実践校名：香川大学教育学部附属高松小学校 

 

研究主題 

 主権者として必要な資質・能力の育成を踏まえた「社会科」「ちょうせん」の時間の授業実践を通し

て、今後の持続可能な社会の創り手を目指すプログラム開発 

 

主題設定の理由  

 本校は、児童数が 600名を超える中規模校である。高松市の中心部に位置しており、高松市内すべて

が校区であるため、バスや電車で通学する子どもも多い。そのため、放課後や休日等に学校の友達と一

緒に遊ぶことが少ない。それに伴い、子ども会のような地域同士のつながりも希薄で、地域の大人と関

わる機会も少ないなど、実社会とのつながりが不足している現状が見られる。 

そのような状況を踏まえ、地域社会とつながることのよさを実感したり、実社会とのつながりの中で

様々な体験を味わったりする時間を学校教育の中で保障することが大切だと捉えた。その時間の核とな

るのが「社会科」であり、それと有機的に関わると考えられるのが「ちょうせん」の時間である。これ

らの時間を通して、子どもたちは、自分の意見をもちつつ、異なる意見や対立する意見を整理して議論

を交わしたり、他者の意見と折り合いを付けたりする中で、選択・判断を繰り返して合意形成を図って

いきながら課題解決を行っていく。そのプロセスを通して、主権者として必要な資質・能力を育成する

ことができると考えた。 

社会科の時間では、「自ら参画しようとする意欲」「合意形成・意思決定する力」「多角的に考察し、

公正に判断する力」「根拠をもって主張し、他者を説得する力」の４つの力を主権者として必要な資質

・能力として置き、「主権者教育につながる教科学習の問題解決プロセス」を意識して実践を行ってい

く。１年目の成果と課題を踏まえ、それぞれの資質・能力を問題解決プロセスのどの段階で育むのかを

明確にして、授業実践を行う。 

また、異学年集団による社会参画型プロジェクト活動「ちょうせん」の時間を教育課程に位置付け、

「今後の持続可能な社会の創り手」になり得る子どもを育てていく。１年間の継続的な社会参画型プロ

ジェクト活動を行い、さらに社会科を核とした教科学習と関連させて取り組むことが、学びの深まりや

実感を伴った理解につながると考えている。 

さらには、主権者として必要な資質・能力を育む社会科カリキュラム構想案を本校版として作成し、

社会科の授業実践と「ちょうせん」の時間のプロジェクト内容とのつながりを整理する。このカリキュ

ラム構想案をもとに実践を行い、付加・修正を加えることにより、カリキュラム構想案を精緻化し、今

後の主権者としての資質・能力の育成を踏まえた社会科の在り方についてまとめていく。 

 

概要 

小学校段階における主権者として必要な資質・能力の育成を目指した、社会科を核とした教科学習プ

ログラムの開発 
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学習プログラムの主な内容 

① 実社会の多様な関わりの場を保障し、その経験をもとに自分にできることを選択・

判断する                      【「ちょうせん」の時間】 

   高松市国際交流協会や、香川県ユニセフ協会とつながり、在留外国人との交流や、

ユニセフ募金等の活動を通して、多文化共生社会の実現を目指すプロジェクト活動 

 

 ② それぞれの資質・能力を養う場面を位置付けた学習プロセスを構想し、状況づくり

のしかけを行う                  【第４学年 社会科 21時間】 

   下水処理場が取り組む季節別運転管理の取り組みの在り方を選択・判断する活動を

通して、公共事業が意図的・計画的に行われていることを理解する学習 

 

 ③ 豊かな直接体験や地域の方との協同的な問題解決の場を設定する 

【第３学年 社会科 10時間】 

   ブロッコリー農家が抱える課題を知り、学んだことをもとにしながら課題解決の方

法について、農家の方と共に考えることを通して、農家の仕事と自分たちの生活との

関わりを理解する学習 

 

 ④ 主権者として必要な資質・能力を育む社会科カリキュラムを構想し、「ちょうせん」

の時間との関連を図る               【第４学年 社会科 11時間】 

   「ちょうせん」の時間の経験を生かして、高松城の文化財継承の在り方を選択・判

断する活動を通して、受け継がれてきた文化財には人々の願いが込められていること

を理解する学習 

 

 

学習プログラムの成果の概要 

 ① 主権者として必要な資質・能力を設定し、それらを単元のどの場面で養うかを明確

にしたことで、目指す子どもの姿がより具体的になった。また、問題解決過程を工夫

し、学習内容をもとに選択・判断する場面をつくり出すことで、主権者として必要な

資質・能力を育成することができた。 

 

 ② 学習指導要領で、選択・判断することが求められていない内容においても、主権者

として必要な資質・能力を育む問題解決プロセスの有効性を検証することができた。 

 

 ③ 単元指導計画を作成し、社会科と「ちょうせん」の時間との関連を図りながら実践

を行ったことで、相互の関連を図ることが主権者として必要な資質・能力に育成のた

めに有効であることが、エピソード記録等の分析から確認できた。 
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【様式２－４】 

実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（詳細） 

【類型Ⅰ】 

実践校名：香川大学教育学部附属高松小学校 

 

学習活動① 実社会の多様な関わりの場を保障し、その経験をもとに自分にできることを選択・判断する 

１ プロジェクト名 

  「世界とつながる！ピース×ピースプロジェクト」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 活動の実際 

  本縦割り学級では、多文化共生社会の実現を目指してプロジェクト活動を進めていった。活動にあ

たり、２つの活動の軸を子どもたちと共有した。１つ目は、国際交流である。多様な国や地域の文化

を知ったり、実際に外国の方との交流をしたりすることで、異文化の存在を知る。その過程で、香川

県に住んでいる在留外国人の方、技能実習生との出会いを通じて、地域の多文化共生に関する課題に

子どもたちが気付けるようにした。 

  ２つ目は、ユニセフ募金活動である。世界中の子どもたちへの支援を行うユニセフの活動は、子ど

もたちにとっても切実感が高まり、自分ごととして捉えやすい国際貢献活動である。また、身近な地

域の多文化共生につながる社会参画活動を、地域の多様な人たちとの協同的な学びから経験していく

ことができるようにした。 
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活動Ⅰ「世界中の困っている人のために、地域の人と一緒に、募金活動をしよう！」 

  募金活動を行う前に、ユニセフの活動の目的や世界の現状について

知るために香川県ユニセフ協会の方にお越しいただき、ユニセフ学習

に参加した。子どもたちは、アクティビティや映像資料を通じて、「水」

「食料」「教育」等の多様な課題により、苦しみ困っている子どもた

ちがたくさんいることを驚きと共に実感していた。また実際の支援物

資を見せてもらい、自分たちが集めた募金がどのような物に変わるの

かを知ることができた。「自分たちにできることをしてあげたい」と課題意識を高め、活動への意欲

の高まりが見られた。このようにして、地域や社会生活における具体的な課題等を自分との関わりの

中で捉えられるよう工夫を行った。 

  参観日には、実際に募金活動を行った。保護者の方ということもあ

り、子どもたちの活動を肯定的に捉え、積極的に募金をしてくれる保

護者の方が多かった。結果、合計で 10,840 円の募金を集めることが

できた。しかし、活動のふり返りでは、自信をもって呼びかけができ

なかったこと、保護者からの質問に関してうまく答えられなかったこ

となど、成果と課題が出され、次の活動へとつながっていった。 

活動Ⅱ「香川県に住む外国人の方や、外国人観光客と交流しよう！」 

香川県国際交流協会の方と連携し、子どもたちが香川県に

住む外国人と交流できる場を設定した。交流を通して、子ど

もたちは様々な国の多様な文化を知ったり、互いの文化を大

切にすることについて学んだりすることができた。そして、

異文化共生社会の実現に向けて、世界の子どもたちの現状や、

多様な異文化について発信したいという思いをもつようにな

った。そこで、香川県国際交流協会の方と一緒に、自分たち

にできることは何かを話し合った。そして、香川国際フェスタ 2022 で、これまで学んできたことを

発表し、集まった方々に募金をお願いするという計画を立てた。実際の発表では、多くの方に称賛の

言葉をいただき、たくさんの募金が集まった。このように、自分たちが決めたことを実社会とのつな

がりの中で実行し、誰かの役に立ったという経験が、社会的な有用感を高め、ひいては社会に参画し

ようとする態度を育むことにつながると考えている。 

活動Ⅲ「こまっている外国人の方のためにできることを考えよう！」 

  社会の中で成功経験をすることができた子どもたちは、県内に住む外国人のために、自分たちにで

きることをしたいという思いをもつようになった。そこで、香川県国際ボランティアセンターが、外

国に学校を建設するプロジェクトを行っているという事実と出合わせた。そして、ボランティアセン

ターの方から実際に話を聞き、自分たちにもできそうなことを選択・判断した。子どもたちは、学校

建設プロジェクトの手伝いとして募金活動を行ったり、売り上げがその事業に寄付されるチャリティ

ーショップの手伝いをしたりと、自分たちで決めたことを実行していった。その過程で、大人からの

肯定的なフィードバックやアドバイスがあったことで、「自分たちのしたことは、〇〇の役に立つん

だな」「こんなに喜んでくれるなんて、嬉しいな」と実感することができた。１年間のプロジェクト

活動を通じて、多様な関わりをもちながら、自分たちが選択・判断したことを実行してきたからこそ、

社会に参画しようとする態度を育むことができたと考えている。 
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学習活動②それぞれの資質・能力を養う場面を位置付けた学習プロセスを構想し、状況づくりのしかけを行う   

１ 単元名 

  第４学年 社会科 「水の循環～上水道と下水道～」 

２ 目標 

 〇 飲料水は、様々な機関の人が連携し、24 時間いつでも安全で安定的かつ計画的に供給されてお

り、地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを理解する。 

 〇 季節別運転管理の取り組みの在り方について、自分なりの根拠をもって説明する。 

３ 関係諸団体との連携について 

  本単元では、浄水場、下水処理場、水資源機構、香川大学瀬戸内圏研究センター等、様々な施設の

方と連携し、学習を進めた。下水処理場の人の話から季節別運転管理の取り組みを知り、様々な考え

をもとにして、今後の下水処理場の在り方を考えられるようにした。（詳細は次頁に記載） 

４ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

上水道や下水道事業について、調査したり流れ図

などにまとめたりすることを通して、これらの事

業は安全かつ安定的に行われるよう計画的に進

められていることや、人々の生活環境の維持と向

上に役立っていることを理解している。 

上水道と下水道事業について、時

間的、空間的、関係的な見方で捉

え、関係機関の相互の関連や、従事

する人々の働きについて比較、関

連付け、総合して考えている。 

人々の健康や生活環境を支える事

業について、問いを見出し、主体的

に問題解決しようとしたり、学習

したことを社会生活に生かそうと

したりしている。 

５ 単元構成（全 21 時間） 
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６ 問題解決のプロセスと指導上の留意点 

(1) 学習問題の設定、活動の見通し 

単元はじめには、校内の水道調べ等を通して、単元の課題                  

を設定した。ここでは、水が出るところだけでなく、排水口などの

水が流れていくところにも着目できるようにすることで、「水は、

どのように送られてきて、使った後はどこへいくのだろう。」とい

う課題をもてるようにした。調べを通して水が循環していることを

捉えやすくしたことで、人々の健康や生活環境を支える事業につい

てより深く理解することができた。 

(2) 現状の理解 

多くの関係機関と連携、協同す                              

ることで、学習内容について実感

を伴って理解できるようにした。

例えば、浄水場や下水処理場の見

学、水資源機構の出前授業、香川

用水記念館の見学等である。実際

に足を運び、専門家に話を伺うことを大切にした。ここでの学びが、後に選択・判断する際の根拠と

なり、資質・能力の育成にも大きく関わると考えている。 

(3) 深まった課題の設定 

  調べが進んだ段階で、「下水処理場が、ある季節だけ完全にきれいではない水を海に放流している」

という事実に出合った。すると、子どもたちに意識のずれが生まれ、「水をきれいにするはずの下水

処理場が、なぜそんなことをするのだろう」という深まった課題が出てきた。このように、子どもた

ち自身が深まった課題を設定できるようにし、社会に見られる課題に対して自分の考えを選択・判断

する状況をつくることを大切にした。 

(4) 多角的に考察、構想、選択・判断する 

  ここでは、下水処理場の方、県漁連の方、香川大学瀬戸内圏

研究センターの方、保護者（市民）という４つの立場の人に話

を聞き、そこで聞いたことをもとに、下水処理場が行う季節別

運転管理の今後の在り方について話し合った。子どもたちは、

これまでの学びを根拠にして考えを伝えたり、いくつかの考え

を比較し、どちらがよいかを説明したりすることができていた。

また、様々な考えを比較しながら自分の考えをもつ姿や、友達

の考えを聞いて、柔軟に取り入れる姿も見られた。このような姿は、根拠をもって主張し、他者を説

得する力や、多角的に考察し、公正に判断する力が育まれた姿だと捉えている。 

(5) 自分なりの最適解の表出 

  集団としての意思決定を踏まえた上で、最終的な自分の最適解をもつようにした。子どもたちは、

友達の考えを聞いた上で、自分の考えを強固にしたり、変容させたりしており、友達の考えに納得し

ている児童も多く見られた。このように、様々な考えを踏まえた上で最終的に自分の考えをもつとい

うことは、主権者として大切にしたいことだと考えている。 
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学習活動③ 豊かな直接体験や地域の方との協同的な問題解決の場を設定する 

１ 単元名 

  第３学年 社会科 「ブロッコリー農家の仕事」 

２ 目標 

 ○ 農家の仕事は、地域の人々の生活と密接な関わりをもって行われていることを理解する。 

 ○ 農家の仕事に見られる課題について、自分の考えをもち、その根拠を農家の人や友達に説明する。 

３ 関係諸団体との連携について 

  本単元では、まるまる農園という農家の方と連携し、学習を進めた。農家の見学を行ったり、農家

さんの悩みをきっかけに深まった課題を設定したり、悩みの解決策を協同して考えたりと、単元を通

じて農家と関わった。そうすることで、子どもたちが農家の抱える課題を自分ごととして捉え、自分

なりの考えをもつことができた。 

４ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

農家の仕事について、見学したりお仕事カ

レンダーなどにまとめたりすることを通

して、農家の仕事は地域の人々の生活と密

接な関わりをもって行われていることを

理解している。 

農家の仕事について、時間的、空間的、

関係的な見方で仕事の様子を捉え、地域

の人々の生活との関連や、従事する人々

の働きについて比較、関連付け、総合し

て考えている。 

農家の仕事について、問いを見出し、

主体的に問題解決しようとしたり、

学習したことを社会生活に生かそう

としたりしている。 

５ 単元構成（全 11 時間） 
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６ 問題解決のプロセスと指導上の留意点 

(1) 学習問題の設定、活動の見通し 

  まず、香川県でブロッコリーがつくられていることを知り、ブ

ロッコリーの試食を行った。さらに、香川県のブロッコリー生産

が全国３位であるという事実を知らせることで、子どもたちは香

川県のブロッコリー生産に関心をもち、「農家さんはどのように

たくさんのおいしいブロッコリーをつくっているのだろうか」と

いう学習問題を設定した。そして、学習問題の予想を交流し、学

習の計画を立てることで、単元の見通しをもつことができるよう

にした。 

(2) 現状の理解 

  次に、ブロッコリー農家さんと出会い、農家の見

学をしたり、市役所の方の話を聞いたりして、ブロ

ッコリーづくりの工夫を調べ、農家のお仕事カレン

ダーにまとめていった。ここでは、学級園で自分た

ちでもブロッコリーを育てることで、農家さんの工

夫や苦労を、実感を伴って理解することができた。

このように、学習過程に直接体験を工夫して取り入

れることで、学習内容を深く理解することにつなが

り、ひいてはそれが単元後半で選択・判断する際の根拠になっていく。 

(3) 深まった課題の設定 

  その後、調べたことを伝えるという文脈で、農家さんとの交流会を行った。そこで、ブロッコリー

農家が抱える切実な課題を伝えてもらうことで、子どもたちと共に深まった課題を設定した。農家さ

んの悩みを一緒に考えたいと思う状況をつくり出すことで、３年生なりに、地域の課題に対して、自

分の考えをもてるようにした。 

(4) 多角的に考察、構想、選択・判断する 

  農家を続けていくためのアイデアを一人一人がも

ち、根拠をもって意見を語った。農家さんの考えを

聞きながら、全体での吟味を通してよりよいアイデ

アに修正していった。考えを吟味する場面では、そ

れぞれのアイデアのメリットやデメリット、実現可

能性、コストなどが視点として出され、農家の仕事

を様々な面から考察することができた。 

(5) 自分なりの最適解の表出 

  ここでは、農家さんの抱える課題に

ついて、自分の最終的な考えを決め、意

見書に書いた。多様な意見を自分なり

に受け入れ、よりよい提案になるよう

に修正する姿が見られ、主権者として

必要な資質・能力の伸びが感じられた。 
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学習活動④ 主権者として必要な資質・能力を育む社会科カリキュラムを構想し、「ちょうせん」の時間との関連を図る  

１ 単元名    第４学年 社会科 「よみがえる桜御門～復元に込めた願い～」 

２ 目標 

 ○ 調べたことを年表などにまとめることを通して、県内の文化財は地域の人々が受け継いできたこ

とや、それらには人々の願いが込められていることを理解する。 

 ○ 高松城の天守をどのような形で未来に受け継いでいくかについて、自分なりの根拠をもって話し

合い、文化財継承の意味を捉える。 

３ 関係諸団体との連携について 

  本単元では、玉藻公園管理事務所、高松市埋蔵文化財センター、NPO 法人高松城の復元                                       

を進める市民の会と連携して学習を進めた。これらの方は、「ちょうせん」の時間「玉藻公園を PRし

よう」の時間にも連携し、追究を進めている方々である。 

４ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

県内の伝統や文化について、高松城を見学

したり年表などにまとめたりすることを

通して、県内の文化財や年中行事は、地域

の人々が受け継いできたことや、願いが込

められていることを理解している。 

県内の伝統や文化について、時間的、空

間的、関係的な見方で文化財や伝統行事

の様子を捉え、人々の願いや努力につい

て、比較、関連付け、総合して考えてい

る。 

県内の伝統や文化について、問いを

見出し、主体的に問題解決しようと

したり、学習したことを社会生活に

生かそうとしたりしている。 

５ 単元構成（全 11 時間） 
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６ 問題解決のプロセスと指導上の留意点 

(1) 学習問題の設定、活動の見通し 

  まず、県内の文化財や年中行事を調べ、                          

白地図に整理した。その後、自分たちの住

む高松市に目を向けて調べていった。する

と、高松城には１箇所で７つもの重要文化

財があるという事実に出会った。これらの

中には子どもたちが知っているものもあ

り、いつから残されているかが気になって調べていった。そして、300 年以上残されているものがあ

ることを確認し、学習問題へとつないでいった。学習問題について予想し、そこから単元の計画を立

てることで、学習の見通しをもって追究を進めることができた。 

(2) 現状の理解 

高松市埋蔵文化財センターの方に案内をいていただきなが                 

ら、高松城跡を見学した。見学をしたのは、月見櫓（工事中）、

渡櫓、披雲閣、桜御門、艮櫓である。事前に見学の意図と話を

してほしいポイントをお伝えしておいたため、文化財を古くか

ら残すための人々の努力や、その背景にある願いまで、丁寧に

お話をしていただくことができた。このように、学習内容やそ

の後の選択・判断の姿まで緻密に想定した上で、知識を獲得で

きるように活動を進めることが大切である。 

(3) 深まった課題の設定 

  子どもたちは、「文化財は昔の人の思いを大切にし、できるだけ変わらない姿で残すことが大切で

ある」ことを学んできた。そこで、内部が不明確なまま天守復元を進めているという、学んできたこ

とと異なる事実と出合えるようにした。そうすることで子どもたちに問いが生まれ、「高松城を未来

に受け継ぐ上で、天守の復元をどう考えたらよいのだろう」という深まった課題を、子どもたちと共

有した。 

(4) 多角的に考察、構想、選択・判断する 

玉藻公園管理事務所の方、高松市埋蔵文化財センターの                 

方、NPO法人高松城の復元を進める市民の会の方、保護者（市

民）という４つの立場の方に、天守復元について意見を聞い

た。その上で、高松城を未来に受け継ぐ上で、天守復元をど

う考えるべきかについて、「完全復元」「内部は不明確だが

復元」「復元しない」の３つから選択・判断し、その根拠を

話し合っていった。この時、「ちょうせん」の時間のプロジ

ェクト活動で経験したことを根拠として述べる児童も多くいた。「ちょうせん」の時間と内容の関連

を図ったことで、地域の課題について自分の考えを選択・判断する過程でその経験を生かして考える

姿が多く見られた。 

(5) 自分なりの最適解の表出 

  友達と話し合ったことをもとに、最終的な自分の解を意見文に書いた。友達の意見に納得し、最初

の自分の考えから変容している児童も多くいた。 
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成 果 

（児童の変容等） 

 ○ 本実践では、社会参画意識や社会形成に参画する態度を見据えた評価項目について、本校教員と

香川大学教員が連携して、社会参画に関わる５つの側面（下記参照）を踏まえた評価項目を作成し、

アンケートを行うことで単元前後の変容を見取るようにした。下に示しているのは、第４学年社会

科「水の循環」際に行ったアンケート項目と、変容のデータである。 
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アンケート結果が示すように、５つの側面については、どの項目も単元の前後で数値の上昇が見ら

れた。特に、「③よりよい社会づくりへの意欲」の項目の伸びが大きかった。これは、地域に見られ

る課題に対して、自分の考えを選択・判断し、議論する場を設定したことの成果だと捉えている。ま

た、「ちょうせん」の時間との関連を図り、より実社会とつながった中での選択・判断ができる状況

づくりを行ったことで、自分ごととして地域の課題を捉えることができたり、その子なりのこだわり

や実感をもって意見を述べることにつながったりしたと考えている。 

さらに、子どもたちはふり返りの中で、「実社会とつながりながら、大人と協同して問題解決する

ことのよさ」「様々な立場の人の意見を聞くことの大切さ」について言及しており、学習プログラム

を行ったことによる変容が見て取れる。（下記参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ふり返り① 

 ぼくは、はじめブロッコリー農家さんはすごい工夫をしていて、なやみなんてないと思っていた

けど、お話を聞いて、大変なこともあるんだと気付きました。だから、農家の〇〇さんと話し合い

ながら、どうすれば農家を続けられるかを一生けんめい考えました。農家さんと話し合ったり、友

達と話し合ったりしたから、自分が考えていたことが、さらにいい考えになったと思いました。農

家さんも、ぼくの考えをほめてくれました。いっしょに考えてきて、よかったと思いました。 

（第３学年社会科の実践より） 

ふり返り② 

 高松城の復元のことを聞いたとき、わたしは「内部の様子が分からないのに、復元してもいいの

かな」と思いました。でも、いろいろな大人に話を聞いてみると、ほとんどの人は復元した方がい

いという考えでした。理由も人によってちがっていました。わたしは、高松市埋蔵文化財センター

の〇〇さんの話を聞いて、復元した方がいいと思うようになりました。理由は、まちのシンボルに

なるし、多くの人に歴史を知ってもらうことができるからです。いろいろな考えを知れて、自分の

考えが変わりました。                      （第４学年社会科の実践よ

り） 

 

ふり返り③ 

 わたしは天守復元には反対です。いろいろな人の話を聞いたけど、やっぱりそう思いました。な

ぜなら、天守台からの景色をこわしたくないからです。わたしが「ちょうせん」の時間で天守台に

行った時、そこにいたお客さんにインタビューしました。そしたらその人は、「天守台から見るこ

の景色が好きだから来た」と言っていました。わたしも、天守台から見える瀬戸内海の景色が好き

です。だから、天守復元もいいと思うけど、わたしは復元しない方が、そういう人の思いを大切に

することになると思いました。 

（「ちょうせん」の時間で玉藻公園 PRを行った４年生の社会科でのふり返り） 
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 ○ 本校では、社会科を軸としながら「ちょうせん」の時間との関連を図り、主権者として必要な資

質・能力の育成を目指してきた。その中で、「ちょうせん」の時間との関連を図ったからこそ、社

会科での学びをより効果的に行うことができたという教師の声が多く聞かれた。以下に、その一部

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エピソード① ３年生「社会科」(内容の関連) 

 「高松市のようす」の単元で、市内に古くから残る建造物について問いかけた際に、赤２組

の子どもたちが玉藻公園(高松城跡)について説明してくれた。「玉藻城は全国でも珍しい水城

であること」「堀の中には海水が引き入れられ、鯛が泳いでいること」など、「ちょうせん」

の時間で学んだことや実際に見学して自分たちが見つけた玉藻公園の魅力を他の子どもたちに

伝えることができていた。また、Ｇｏｏｇｌｅマップやネットの画像検索を活用して、玉藻公

園の様子を説明することもできた。 

エピソード② ３年生「社会科」(方法の関連) 

 赤３組のプロジェクト、「世界とつながる！ピース×ピースプロジェクト」において、パワ

ーポイントを用いた世界のクイズづくりを行った。その経験を生かし、３年「農家の仕事」の

学習では、パワーポイントを駆使して農家さんをＰＲするポスターを作成した。 

 縦割り学級で、高学年の子どもたちに作り方を教えてもらったようで、社会科の時間では、

自分たちの力で作ることができていた。 

エピソード③ ５年生「社会科」(内容の関連) 

 令和３年度に赤５組が行った「ドコモ ここも つながる幸せプロジェクト」で活動した子ど

もたちは、社会科「情報」の単元において、インターネットでの情報の出所を明らかにしよう

とするなど、情報モラルへの意識を高くもって活動が行えていた。また、ＮＴＴドコモを見学

した際に、教えていただいた農業を支える IoTや遠隔操作ができるシステムなど、学んだこと

が頭に残っているようで情報社会の発展が産業の発展につながっていることを授業の中で主張

する姿が見られた。 

エピソード④ ４年生「社会科」(内容の関連) 

社会科で「特色ある地域とわたしたちのくらし」の単元を学習するにあたって、金丸座(琴平

町にある全国最古の芝居小屋)を取り上げた。金丸座にどのような歴史があるのかを年表等で調

べていると、赤４組の子が、「金丸座と、玉藻公園(高松城跡)の披雲閣(高松城の御殿)は似て

いる」と発言した。「どうして？」と尋ねると、「披雲閣も耐震工事をしたとガイドさんが言

っていた。金丸座も耐震工事をしたと校外学習の時に聞いた。どちらも工事のあとがあまり目

立たないようにしていた。」と、発言した。教師は、「琴平町の人は、披雲閣と同じように金

丸座を守り伝えようとしているんだね」と、返した。社会科で学ぶ文化財保護に関わる人々の

取り組みについて、「ちょうせん」の時間での体験を通してより実感を伴って理解できた瞬間

であった。  
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（取組の工夫） 

○ 主権者として必要な資質・能力を育むために、本校では小学校における４年間の社会科カリキュ

ラムを、３つの内容のまとまりに整理した。このように整理することで、単元の学びの連続性や接

続を意識することができ、３年生からの４年間を通して資質・能力を育むことができると考えた。

また、社会科と「ちょうせん」の時間との関連を意識できるように、指導計画を作成した。相互の

内容の関連を意識しながら実践を行うことで、資質・能力の育成を図ってきた。（別紙①参照） 

 

 ○ 小学校段階において、主権者として必要な資質・能力を育成するためには、「地域に見られる課

題を把握し、一人一人が自分なりの考えをもって多様な考えを聞いて整理したり、他者の意見と折

り合いを付けたりする中で、選択・判断を繰り返して合意形成を図っていくプロセス」が大切だと

捉えている。そこで本校では、社会科と「ちょうせん」の時間において、下のような５段階の学習

プロセスで問題解決を進められるように工夫した。また、本校が設定した主権者として必要な資質

・能力を、単元のどの段階で育むのかを明確に位置付けることで、目指す子どもの姿が具体的にな

り、教師の指導がより意図的・計画的なものになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、この５段階の問題解決のプロセスについて、学習指導要領で選択・判断することが求め

られていない内容についても主権者として必要な資質・能力を育成することができるよう、単元計

画を作成し、実践を行った。 

 

 ○ 香川大学との連携を積極的に行った。大学教員の専門性を生かした共同プロジェクト、大学生と

の共同プロジェクトなど、香川大学との一体型プロジェクトを行うことで、より実社会に即した専

門性の高いプロジェクトになるようにした。さらに、専門性の高い学生や、地域の企業や人材を積

極的に紹介してもらうことで、社会科授業や、「ちょうせん」の時間のプロジェクト活動の活性化

を図った。 
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附属高松小学校版                                                  

主権者としての資質・能力を育む社会科カリキュラム全体構想案 

目

標 

学校 学び続ける力・関わる力・創造する力 

教科 学びに向かう力、人間性等 思考力、判断力、表現力等 知識及び技能 

主権者 自ら参画しようとする意欲や態度   合意形成・意思決定する力   多面的・多角的に考察し、公正に判断する力   根拠をもって主張し、他者を説得する力 

 内容Ⅰ くらしと国土・産業 内容Ⅱ くらしと政治・文化 内容Ⅲ くらしと健康・安全 

第

３

学

年 

    

第

４

学

年 

   

第

５

学

年 

   

第

６

学

年 

   

中学校社会科へつなぐ 

■日本地図を広げて 

■香川県の広がり 

わたしたちの県 

■残したいもの 伝えたいもの 
■ふるさとの発展につくした人 

わたしたちの国土 

■米づくりのさかんな地域 
■くらしを支える食料生産 

■水産業の盛んな地域 
■

わたしたちの生活と工業生産 

■国土の地形の特色 
■

■国土の気候の特色 
■

■世界の中の国土 

わたしたちの生活と食料生産 

■
■
■

■

■情報を生かす産業 
■情報を生かすわたしたち 

■

■国際交流が盛んな直島町 

■うちわをつくるまち・丸亀
 ■

特色ある地域と人々のくらし 
■水はどこから 
■ごみのしょりと利用 

■学校のまわり 

■高松市のようす 

わたしのまち みんなのまち 

■農家の仕事／工場の仕事 

■店ではたらく人 

■火事からくらしを守る 
■事故や事件からくらしを守る 

■自然災害を防ぐ 
■環境を守るわたしたち 

■わたしたちの生活と森林 

■  
■国の政治のしくみと選挙 

日本の歴史 

■
世界の中の日本 

■日本とつながりの深い国々 

世界の中の日本 

■世界の未来と日本の役割 

別紙① 

17



❑内容Ⅰ 「くらしと国土・産業」・・・「持続可能な社会」の創り手を育てるために 

～くらし（経済）の中で、国土環境（自然環境・社会環境）保全、資源の活用を図る人づくり～ 

 社会科 くらしと国土 主権者としての資質・能力へつなぐ 縦割り活動とのつながり 

第

３

学

年 

  ■わたしたちのまちと高松市 

高松市について人口、交通、地形、

土地利用、古くから残る建物の視点で

調べたことをもとに、高松市のよさが

伝わるサイクリングコースを構想し発

信する。（Ｒ１実践） 

 

■ 農家のしごと 

作物の価格の低下や自然災害等に

よる不安定さなど、高松市の農家が抱

える課題を捉え、これからの農家の在

り方を選択・判断しながら自分なりの

考えをもつ。（R2 実践） 

 

●白３組 空き家ミッション 

高松市の空き家問題解決プロ

ジェクト 

●赤４組 きらきらカレンダー 

 魅力を発信するカレンダーで地

域をもりあげるプロジェクト 

●お店・農家さん・お客さんを 

つなぐ野菜で笑顔プロジェクト 

八百屋さんに協力してもらい、野

菜を売るために自分たちができ

ることを考え、挑戦していきま

す。まずは、実際に野菜を食べ

て、その美味しさを POP でお客

さんに伝えます。 

第

４

学

年 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■香川県の特色あるまちづくり 

県内の特色ある地域のまちづくりの

ようすを捉え、移住希望者に伝える地

域の魅力を選択・判断し、ランキング等

に表現し実際に提案する。（Ｒ２実践） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

５

学

年 

 ■ わたしたちの生活と食料生産 

 食糧自給率の低下や農業に関わる人

の減少など、食料生産が抱える課題を

解決するための方法を考え、その中か

ら大切だと思うものを選択・判断し、ラ

ンキングに表現する。 

■ 情報化した社会と産業の発展 

情報化社会のよさや課題を捉え、よりよい

社会や産業の発展に向けた情報活用の在

り方を考えたり、情報と自分との関わり方

を選択・判断したりする。 

 

 

●白 4 組 残飯ゼロプロジェクト 

「残飯を減らすために何ができ

るか？」一人一人が課題意識をも

ち、毎日の残飯の計量や廃棄も含

め、日々活動しています。食品ロ

ス削減の輪を広げます。 

第

６

学

年 

 ■ 未来へ向かうコロナ時代の国際協力（R４実践） 

青年海外協力隊の方との交流を通

して、日本が担うべき国際協力の在り

方について選択・判断するとともに、

今後、国際社会で日本人として必要な

力・考え方を構想することができる。      

● 赤 3 組 世界とつながる！！ 

ピース×ピースプロジェクト 

国際交流活動を通じて、異文化の

存在を知り、自分たちにできるこ

とを考え、実行していくプロジェ

クト。 

中学校社会科へつなぐ 

実際に県内の農家さんを訪
れ、農家さんの思いや工夫を
知り、活動に生かします。 

限られた土地と時間、人員を
効率的に活用しながら、より生
産性を高めようとする農家の人
々の仕事の工夫や努力を捉えて
いく。 

■学校のまわり 

■高松市のようす 

わたしのまち みんなのまち 

■農家の仕事／工場の仕事 

■店ではたらく人 

■日本地図を広げて 

■香川県の広がり 

わたしたちの県 

■国際交流が盛んな直島町 

■うちわをつくるまち・丸亀
 ■

特色ある地域と人々のくらし 

わたしたちの国土 

わたしたちの生活と食料生産 

わたしたちの生活と工業生産 

■わたしたちの生活と森林 

世界の中の日本 

■日本とつながりの深い国々 

世界の中の日本 

■世界の未来と日本の役割 

 
 
 
 
 
 
 
ユニセフ協会や琴電の協力

のもとユニセフ街頭募金や国
際交流イベントへ参加します。 
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❑内容Ⅱ 「くらしと政治・文化」・・・私たちの「伝統・文化」を守り、受け継ぐために 

～国際社会、国家、地域社会の一員としての自覚と責任をもち、行動できる人づくり～ 

 社会科 くらしと政治・文化 主権者としての資質・能力へつなぐ 縦割り活動とのつながり 

第

３

学

年 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高松市のうつりかわり（R４実践） 

高松市の移り変わりや市が抱える課題

について、多様な視点から捉え、今後の

高松市のよりよい在り方について構想す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●白３組 空き家ミッション 

高松市の空き家問題解決プロ

ジェクト 

 

第

４

学

年 

 ■ 蘇る！玉藻城の桜御門（R４実践） 

 玉藻城の桜御門の復元事業に関わる多

様な人々の取り組みや思いや願いを捉

え、これからの玉藻城の在り方を構想す

る。 

 

 

 

 

 

 

■ 香川県「独立の父」中野武営（R3 実践） 

郷土の偉人「中野武営」のまちづくりに

ついて、先人の思いや願い、計画性とい

った視点から考察し、政治に関わる人々

の思いや願いに共感し、中野武営物語で

紹介すべき業績を選択・判断する。 

●赤 4 組  

 玉藻公園の魅力を PR するプロ

ジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●白５組 さぬきに光をともし隊 

さぬき提灯を活用し地域活性

化プロジェクト 

第

５

学

年 

   

第

６

学

年 

  
 
 
■国の政治のしくみと選挙 

 

 

中学校社会科へつなぐ 

高松市の移り変わりや高松市
が抱える課題を捉え、今後の市の
在り方について構想する。 

中心市街地の人口減少によ
る空き家問題に対して、自分た
ちができることを考えます。 

もっと地元の人に愛される
玉藻公園にするために、玉藻
公園の魅力を PR します。 

さぬき提灯を広めるために
活動している香川大学の学生
サークル TERASU と協同で
さぬき提灯を作成しました。 

■  
■

■  
■国の政治のしくみと選挙 

日本の歴史 

世界の中の日本 

■世界の未来と日本の役割 
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❑内容Ⅲ 「くらしと健康・安全」･･・私たちの「いのち」と「くらし」を守るために 

～住みよいくらし（健康・安全）づくりに参画できる人づくり～ 

 社会科 くらしと健康・安全 主権者としての資質・能力へつなぐ 縦割り活動とのつながり 

第

３

学

年 

  

 

 

 

 

■ 地域の安全を守る（消防） 

火事が発生した際の関係機関の対

処の様子を捉え、今後火事による被害

を減らすために有効な取り組みはどれ

か、今後の市の取り組みや自分たちが

考えたアイデアから選択・判断する。 

（R3 実践） 

● 白２組（R2）いのちをまもるくん 

 自分たちのいのちを守るため

にできることを考え、実行するプ

ロジェクト 

第

４

学

年 

 ■ わたしたちのくらしを支える事業（水） 

 下水処理場の季節別運転管理による

下水の流出調整の在り方に関して、選

択・判断する活動を通して、上下水道事

業は人々の生活環境や自然環境の持

続的な維持向上役立っていることを理

解する。（R4 実践） 

 

■ わたしたちのくらしを支える事業（水） 
椛川ダム建設の価値を選択・判断す

る活動を通して、公共事業の意味、公
共事業は計画的に行われていることを
理解する。（R３実践） 

 
■ 自然災害からくらしを守る 
 香川県の風水害の事例から、人々を
を守る関係機関の働きを捉え、災害時
に自分たちがとるべき行動を選択・判
断する。（R1 実践） 

▲ はっけん アブラカタブラ 

 使用済みの食用油のリサイクル

活動を通じて、汚水の環境への

負荷を実感したり、水屋資源の再

利用の大切さに気づく。 

 

 

 

 

 

● 赤 4 組 スポごみで地球を笑顔に 

 ごみひろいをスポーツとして取

り組むスポごみを広げる活動を

通じて、地域や瀬戸内海の自然

環境に親しみ、環境問題の解決に

取り組むプロジェクト。 

第

５

学

年 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 環境を守るわたしたち（R４実践） 

瀬戸内海の環境を保全するための

有効な取り組みはどれか、今後の市や

県の取り組み等も考慮し、自分たちが

考えたアイデアから選択・判断する。 

 

● 白１組 五色台白１ワールド 

五色台の自然環境を様々な体

験を通して学び、五色台の活用

方法を提案する。 

第

６

学

年 

 ■ わたしたちのくらしと政治 

（震災復興の願いを実現する政治） 

 

 

中学校社会科へつなぐ 

災害行動メモ「みまも～る」を
よりよいものにするため、どんな
内容を追加すべきか話し合った。 

学校防災アドバイザーや防災
士の方と一緒に、学校の避難訓
練を改善し、実行しました。 

五色台を訪れ、自然を体感す
るアクティビティを通して、自然
の魅力を肌で感じました。 

■火事からくらしを守る 
■事故や事件からくらしを守る 

■水はどこから 
■ごみのしょりと利用 

■自然災害を防ぐ 
■環境を守るわたしたち 

■

世界の中の日本 

■世界の未来と日本の役割 
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3 年 単元名「わたしたちのまち みんなのまち」（全 16 時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問題

の設定、学

習への見通

し」 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

○身近な地域を見学したり、高松市の地図を概観したりして、高松市について

調べる学習問題と学習計画をつくる。  
・身近な地域について話し合い、学校のまわりの調査計画をたてる。 
・学校のまわりを見学する。 
・学校のまわりのようすを地図にまとめる。 
・学校のまわり以外の高松市の地域について話し合う。 
・高松市について調べる学習問題をつくる。 

Ⅱ 
「現状の理

解、問題点

の把握」 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 

○高松市のようすを 5 つの視点から調べ、地図にまとめる。  
・高松市の地形のようすについて調べ、地図にまとめる。 
・高松市の土地利用のようすについて調べ、地図にまとめる。 
・高松市の交通のようすについて、地形や土地利用との関連を考えながら調べ、

地図にまとめる。 
・高松市の古くから残るものについて調べ、地図にまとめる。 
・高松市に公共施設について、交通や土地利用との関連を考えながら調べ、地

図にまとめる。また、高松市役所の方から、市役所の働きについて、教えて

もらう。 
Ⅲ 

「深まった

課 題 の 設

定」 
⑪ 

○高松市役所の方から、高松市のよさが伝わるサイクリングコースを考える依

頼をもらい、深まった課題を設定する。 

Ⅳ 
「多角的に

考察、選択・

判断」 

⑫ 
⑬ 
⑭ 
(本
時) 

○サイクリングコースをつくるために、調べ活動を行い、高松市のよさが伝わ

るサイクリングコースを話し合う。 
・サイクリングコースの目的地を 3 つ絞り、自分の考えをもつ。 
・グループで 1 つのサイクリングコースを作る。 
・よりよいサイクリングコースになるように、地形、土地利用、交通、公共施

設、古くから残るものの視点を生かしながら、全体で話し合う。 

Ⅴ 
「自分なり

の最適解の

表出」 

⑮ 
⑯ 

○高松市のようすの学習やサイクリングコースの提案を通して分かったこと、

考えたことを、サイクリングコースの提案書にまとめるとともに、高松市の

よさとは何かを考え提案書につけ足す。 

 

【深まった課題】 
観光交流課の齋藤さんから「高松市のよさが伝わるサイクリ
ングコースを考えてほしい。」と依頼がきたよ。高松市のよ
さが伝わるサイクリングコースを考えて、提案しよう。 

【学習問題】 
高松市は、どのようなようすなのだろう？見学やインタビュ
ーをして、地図にまとめ、高松市のようすを伝えよう。 

別紙② 
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３年 単元名「火事からくらしを守る」（全８時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 ① 

○消防局の方から高松市の火災件数の変遷について聞き、本単元の学

習問題を設定し、学習計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 

② 
③ 
④ 

 

○高松市で実際に起きた火災の対処の様子を調べ、時系列表や関係図

にまとめる。 
・火災発生から消火までの対処の様子を調べる。 
・関係機関の協力体制を調べ、関係図にまとめる。 
・高松市の消防施設の配置や数を調べ、地図にまとめる。 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」 
⑤ 

○火災の被害を減らすために、改善できそうなところがないか話し合

い、深まった課題をつくる。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 
⑥ 
⑦ 

(本時) 

○高松市の火災を減らすための取り組みを考え、消防局の人に提案す

る内容を話し合う。 
・他地域の取り組みを参考にして、高松市の火災被害を減らす取り組

みを考える。 
・考えた取り組みの中から、消防局の方に提案する取り組みについて

話し合い、全体で選択・判断する。 

Ⅴ 
「自分な

りの最適

解の表出」 

⑧ 

○話し合ったことをもとに、自分の考えを意見文に書き、消防局の方

に発信する。 

 

 

【深まった課題】 

火災の被害を減らすために、これから取り組んでいくべきこ

とは何だろう。今ある課題を踏まえて、どんな取り組みを行

うべきかを考え、消防局の人に提案しよう。 

【学習問題】 

高松市の火災による被害を減らすにはどうすればよいのだろう。

実際に起きた工場火災の時の対処や、その後の対応について調べ

たことをもとに考えて、消防局の方に提案しよう。 
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３年 単元名「事故から地域の安全を守る」（全７時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 
① 
② 

○身のまわりの危険箇所等の話し合いや、高松市の交通事故数のグラ

フを手がかりに、学習問題を共有し、学習計画を立てる。 
・身のまわりの危険箇所等について話し合い、学習問題への見通しを

もつ。 
・高松市の交通事故における課題を把握し、課題を解決するための学

習問題をつくり、調べる計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 ③ 

④ 

○教科書資料や、警察署発行の広報誌、県警本部等の見学を通して、

交通事故が起きた時の人々の働きについて調べ、表にまとめる。 
・教科書や副読本を活用して事故発生時の対応について概観すると

ともに、県警本部にある通信司令室の見学を行う。 
・調べて分かったことや、見学を通して分かったことをもとに、警察

の仕事についてノートにまとめる。 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」 ⑤ 

○まちの安全を守るために、地域の人々がどのように取り組んでいる

か調べる。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 
⑥ 

○まちの安全を守るために、警察と地域の人々はどのように関わって

いけばよいのか話し合う。 

Ⅴ 
「自分な

りの最適

解の表出」 
⑦ 

○高松市の交通に関わる課題を解決し、まちの安全を守るために、自

分たちにできることは何か考え、ノートにまとめる。 

 

【学習問題】 

わたしたちの身のまわりでは、だれがどのようにしてまちを

守っているのだろう。 

【深まった課題】 

まちの安全を守るために、わたしたちを含め地域の人間がど

のようなことに取り組めばよいのか、警察の人にどのような

ことを要望していくことが必要なのかを考えよう。 
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３年 単元名「農家の仕事～まるまる農園の未来をえがこう～」(全 12 時間) 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問題

の設定、学

習への見通

し」 ① 
② 
③ 

○ ブロッコリー農家の仕事について調べる単元の学習問題をつくり、学習計画

を立てる。 
・高松市でたくさん作られている農産物について調べ、香川県のブロッコリー生

産量が全国で 3 位であることを知る。 
・高松産のブロッコリーの試食やブロッコリーの栽培活動を通して考えた調べ

たいことや疑問について話し合う。 
・高松市のブロッコリー農家について調べる学習問題をつくる。 

Ⅱ 
「現状の理

解、問題点

の把握」 

④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
 

○ ブロッコリー農家大東さんの「まんまる農場」を見学し、ブロッコリーの育

て方をカレンダーにまとめる。 
・まるまる農園を見学し、ブロッコリー栽培の方法を調べる。 
・調べたことをカレンダーにまとめる。 
・ブロッコリーづくりの工夫を見つけ、工夫カードにまとめる。 
・ブロッコリーづくりの工夫をカレンダーに貼る。 

Ⅲ 
「深まった

課 題 の 設

定」 
⑧ 

○ 大東さんの悩みを知り、深まった課題を設定する。 
・気候や自然災害によって収穫が不安定なときがあること、他地域の生産量が増

え、価格が下がっていること、そして大東さん自身もこれから農家としてつづ

けていくために悩んでいることを知る。 

Ⅳ 
「多角的に

考察、選択・

判断」 

⑨ 
⑩ 
(本
時) 

○ これからのまるまる農園の在り方を考え、地域の人と共に議論する。 
・他県の生産量が増えていることを知り、どうすればこれからも農家として続け

られるか考えたり、調べたりして自分の考えをもつ。 
・これからのまるまる農園の在り方を、地域の人と共に話し合う。 
  ブロッコリーから他の作物への転換 
  ブロッコリーの品質の向上 販路の拡大など 

Ⅴ 
「自分なり

の最適解の

表出」 

⑪ 
⑫ 

○ブロッコリー農家の学習を通して分かったこと、考えたことをまとめるととも

に、これからの農家さんにとって大切なことは何か自分なりに考え、大東さん

に提案する。 
 

【深まった課題】 

大東さんが、これからも農家を続けていくためには、どうすれば

いいのだろう。 

 

 

【学習問題】 
農家の人は、おいしいブロッコリーをたくさんつくるために、ど

のような工夫をしているのだろう。 
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４年 単元名「水はどこから」（全 11 時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 ① 
② 
③ 

○水について話し合い、本単元の学習問題、学習課題を設定する。 
・水はどこから来ているのか、知っていることを話し合う。 
・学校の蛇口の水はどこから来るのか、校内を調べたことをもとに、

話し合う。 
・水はどこから来ているのか予想するとともに、単元の学習問題を設

定し、実際に調べるための計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 

○飲料水がどのように学校まで届くのかについて調べ、その役割につ

いて考える。 
・飲料水の事業について、資料等で調べ、まとめる。     
・浄水場で水をきれいにする仕組みについて調べ、まとめる。 
・香川用水や宝山湖等、県の水の流れについて調べまとめる。 
・高知県の早明浦ダムや徳島県の池田ダム等、県外からの水の流れに

ついて調べ、県内の流れと合わせ、飲料水の水の流れについてまと

める。 
Ⅲ 

「深まっ

た課題の

設定」 
⑧ 

○県下最大の椛川ダムが整備されていることを知り、その概要につい

て調べ、深まった課題をつくる。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 

⑨ 
⑩ 

(本時) 

○椛川ダムをつくる理由について調べを行い、椛川ダムが果たす役割

について話し合う。 
・なぜ、近年水不足になっていないのに椛川ダムをつくっているの

か、その理由について調べ、自分の考えをもつ。 
・椛川ダムをつくる意味について話し合う。 

Ⅴ 
「自分な

りの最適

解の表出」 

⑪ 

○水の学習を通して分かったこと、考えたことをまとめるとともに、

未来の香川県にとって大切なことは何か考え、ノートにまとめる。 

 

【深まった課題】 

香川県は、近年水不足になっていないのに、なぜ県下最大の

椛川ダムをつくっているのだろう。 

 

【学習問題】 

蛇口の水はどこからどのどのようにして送られてくるのか調べ、

今後、私たちはどのように水と関わっていくべきか考えよう。 
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